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は
じ
め
に
（１）
東編寺領武蔵国船木旧庄は多摩川の支流浅川の流域を中心とす
る
地
域
で
あ
る
が
、
浅
川
は
横
河
郷
で
南
北
浅
川
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
西
方
の山地へと貫入して行く。北浅川は長一男郷を経て由比（野）郷の
ふところ深く浸透している。この由比（野）郷の東部が下恩方村
で、下原地区は下恩方村に含まれている。刀工下原鍛冶と呼ばれ
る
山
本
氏
は
、
こ
こ
で
刀
剣
の
鍛
造
活
動
を
し
て
い
た
。
下
原
鍛
冶
に
つ
い
（２）
て
は
村
上
孝
介
氏
の
研
究
『
刀
工
下
原
鍛
冶
』
が
あ
る
。
下
原
刀
工
は
江
戸
時
代
に
は
「
下
原
十
家
」
と
も
称
さ
れ
た
が
、
山
本
氏
が
こ
の
地
に
移
住
し
た
の
は
峨
国
時
代
で
あ
る
。
下
原
の
地
は
豊
富
な
水
と
（３）
森林、そしてその後背地にマンガン鉱を産出する場所があり、地
形的には典型的な谷戸である。山本康臣家文書によると、二代目
山本内記周粛は「天文二年（一五一一一一一一）北条家江召出、北条氏康、
相模守氏直二代共御用相勤、屋舗拝領、諸役御免、苗字帯刀被差
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戦
国
大
名
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鍛
冶
師
支
配
ｌ
武
蔵
川
多
摩
郡
刀
工
山
本
氏
の
場
合
Ｉ
（４）
免
、
御
用
鍛
冶
相
勤
申
侯
」
と
あ
る
。
一
般
的
に
鍛
冶
関
係
の
古
文
書
は
後
代
の
作
が
多
く
、
山
本
康
臣
家
文
書
の
こ
の
先
祖
書
も
ま
た
そ
の
例
に
も
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
信
ぴ
ょ
う
性
は
き
わ
め
て
稀
薄
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ま
ず
苗
字
帯
刀
の
許
可
な
る
行
為
は
兵
農
分
離・刀狩り以降でなければならず、近世になってからのものであ
る。小田原北条氏の領国支配期は苗字帯刀許可などはあり得ない
ことであり、百姓・芸人などすべての凡下の輩にいたるまで軍役
（５）
を
課
せ
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
また、屋舗地拝領についても近世的なものであって、これは小
田
原
北
条
氏
時
代
で
は
居
住
地
の
制
限
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い。すなわち、刀工山本氏は武州恩方村下原の地に居住し、その
地において刀剣の鍛造を命ぜられたのである。このことは一般農
民と比較して、刀鍛冶のような軍事上不可欠な高等技術者に対し
て、戦国大名の統制支配権が強力に作用していたことを意味して
段
木
一
行
｜｛ハ
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いるとしなければならない。工人は非農業民であり、領主の必要
とする「物」を生産することが義務付けられた。とくに軍事上不
可欠な武器類を直接生産する高度な技術者に対しては、居住の制
限や村落共同体からの分離が行なわれ、さらに「奥義」のような
特定人への技術伝承、秘密漏洩防止等の問題から、婚姻の制限な
どをも含む多くの人身的制約が強制されていたのである。
１
炭
釜
を
め
ぐ
っ
て
恩方村は由比（野）郷に属する村である。鎌倉時代由比郷は川
比氏の所領であった。文保元年（’一一二七）六月七日付の鎌倉幕
（６）
府下知状によると、天野皇昂茂の遺児達の間で遠江国大結・稲沢両
郷と避前村及び、武威国由比郷内田畠在家源一一一郎作をめぐって所領
争いが起きていることが知られている。
この下知状の中で「山比尼是心遺領武蔵国由比本郷内源三郎屋
敷、田畠、在家丼炭釜閥雅知」という部分がある。是心は由比氏
の出で天野景茂の妻であり、由比郷内の源一一一郎屋敷以下は是心の
所領で養女是勝に与えられていた。是勝は景茂の子であるが、景
茂・是心の遺領は兄殿広・弟顕茂の三人によって争われていたの
である。
由比氏は武蔵国の豪族で、この地を本貫地としていたらしい。
後代、小田原に本拠を構えた戦国大名北条氏は、名族由比氏を家
臣に組糸入れるとともに、北条氏康は次男氏照に由比氏の名跡を
（７）
継がせ、その権益を吸収している。氏照は氏政の弟に当たる人物
で、続いて武蔵国守護代大石氏の養子ともなり、その権益をも継
戦
国
大
名
の
鍛
冶
師
支
配
（
段
木
）
（８）
承し、滝山城を居城として多摩郡を支配し、甲斐武田氏の進出に
備
え
て
い
た
。
ここでとくに注回したいのは炭釜のことについてである。同じ
下知状の中に「源三郎厭敷盤郵越炭釜一口内一一一分一井避前村等半
分朋鍬鞁避与尼是勝者也」とか、「次是心跡炭釜一口内六分壱、可
為是勝分云々」などとある。一個の炭釜を一一一分の一とか、六分の
一とかというように細分割していることは、その炭釜で生産され
る木炭の等分割取得権を定めたもので、木炭がいかに重要視され
ていたかがしのばれるのである。このことは由比郷が豊かな森林（９）
に恵まれた郷村であったことが証明されることにほかならない。
炭釜に注目した理由は、中世において木炭は普通の生活消費材
ではなく、製鉄またはその鍛造などのような、高熱を必要とする
ある特定の限定された用途に不可欠の燃料であるからにほかなら
ない。鍛金としては刀剣・悶只などの軍需品の製造及び農業用具
としての鍬・鋤・鎌などである。
元来、このような鉄器は領主の必要品であり、散所のような領
主権が極度に強力な場所に技術者が集められ、鍛造に必要な粗鉄
や木炭などが集荷された。粗鉄の生産はたたら遺跡の存在から多
摩地方でも行なわれたことは事実だが、必要量のごく一部であ
り、多くは他地方からの移入に依存していたと承られる。当時は
すでに東北・山陰地方が鉄の産地として知られており、関東地方
でもその地方からの購入にたよっていたとされている。
購入された粗鉄は領主が直接抱えている鍛冶師によって製品化
される。このため、これら技術者に対する人身的拘束は強力であ
一
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刀
工
下
原
鍛
冶
の
居
住
地
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
『
新
編
武
蔵
風
士
記
稿
』
を
中
心
に
見
て
ふ
よ
う
。
下
恩
方
村
〈
郡
ノ
西
南
ニ
ョ
レ
リ
、
江
戸
日
本
橋
ヨ
リ
ノ
行
程
十
四
里
、
村
ノ
四
境
東
ノ
方
〈
浅
川
ヲ
限
リ
ト
シ
テ
寺
方
・
大
楽
寺
ノ
ー
村
二
対
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
製
造
が
軍
事
的
目
的
の
も
の
で
あ
れ
ば
拘
束
力
は
一
層
強
化
さ
れ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
具
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
領
主
に
よ
っ
て
独
占
的
で
あ
れ
ば
、
中
世
領
主
権
の
主
要
部
分
を
構
成
す
る
勧
農
権
は
有
効
に
行
使
さ
れ
る
。
刀
剣
・
甲
冑
・
馬
具
等
の
武
具
類
は
封
建
領
主
の
絶
対
的
必
需
品
で
あ
り
、
本
来
的
に
も
独
占
的
用
具
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
武
具
生
産
に
た
ず
さ
わ
る
鍛
冶
師
た
ち
に
対
し
て
人
身
的
統
制
は
強
く
、
そ
の
居
住
制
限
、
生
産
調
整
、
技
術
秘
密
の
保
侍
等
々
日
常
生
活
へ
の
拘
束
力
は
強
く
、
人
身
的
圧迫ともいえるのである。
居
住
の
制
限
は
領
主
権
の
最
も
強
い
領
主
屋
敷
や
散
所
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
生
産
の
種
頬
に
よ
り
、
材
料
の
入
手
し
易
い
屋
敷
地
外
へ
移
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
で
も
移
住
地
は
領
主
屋
敷
同
様
に
領
主
権
の
強
い
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
機
密
漏
洩
防
止
等
々
が
細
心
に
考
慮
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
も
と
に
、
領
主
権
の
強
い
、
し
か
も
機
密
性
の
高
い
谷
戸
地
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
刀
工
山
本
氏
が
こ
の
よ
う
な
諸
条
件
の
も
と
に
、
北
条
氏
の
直
鰐
地
で
あ
る
武
州
多
西
郡
由
比
郷
恩
方
村
を
居
住
地
と
し
て
移
住
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
拝
領
屋
敷
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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村
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下原鍛冶関係地域図
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シ
、
西
〈
上
恩
方
村
ニ
ッ
、
キ
、
南
〈
元
八
王
子
・
川
村
ノ
ー
村
ニ
マ
シ
くり、北〈小津・山入ノー村ナリ、東西ノ径リ’一一十町、南北二
十町、東ノ方〈打開ケタル平地ナレト、ヤウャク西一一ヨルーー随
上、南北〈山一一ソヒテ平術ナラス、民家二百粁、大抵浅川二辺
シテ住セリ、土性〈真土、或〈黒土一一シテ陸田多ク、水田〈十
（Ⅲ）
分
ノ
ー
ナ
リ
右
の
記
事
か
ら
刀
工
山
本
氏
が
戦
国
大
名
小
田
原
北
条
氏
に
よ
っ
て
居
住
を
定
め
ら
れ
た
下
原
を
含
む
下
恩
方
村
の
情
景
が
想
像
で
き
る
。
す
な
わ
ち
平
地
が
西
に
向
っ
て
急
に
山
峡
へ
吸
収
さ
れ
る
よ
う
な
地
形
で
、
谷
戸
地
形
を構成する中ほどに河原宿がある。下原は「河原宿ノ東一一アリ」、
平
地
の
元
木
を
見
降
ろ
す
位
置
に
あ
る
。
『新一編武蔵風土記稲』によると、下恩方村の項につぎの記載が
ある。旧家
鍛
冶
山
本
内
記
康
嘔
鍛
冶
山
本
外
記
康
照
鍛
冶
山
本
左
呵
馬
国
欺
以上一一一家金川ヨリ四町八段ノ除地ヲ賜ハリテ世々下原二住スル
ーーョリ是ヲ下原鍛冶ト呼へり、コノ余八王子二住スル山本藤喬
（ママ）
宗国・山本藤五口宗国・山本長門照市等々子孫ノー一一家モ下原鍛冶
ト
イ
ヘ
ト
、
下
原
ノ
名
〈
当
所
ヨ
リ
起
り
シ
咄
ナ
リ
、
御
入
国
ノ
後
、
下
原
ノ
鍛
冶
二
千
本
ノ
鎗
ヲ
ウ
タ
セ
ラ
レ
シ
ト
云
モ
、
当
所
及
元
八
王
子
ノ
六家ナリトイヘリ、共一一相州正宗力伝ヲ以テ刃劔ヲ製造セリ、
猶
元
八
王
子
ノ
条
ト
ァ
ハ
セ
ミ
ル
ヘ
シ
つ
い
で
元
八
王
子
村
の
項
を
み
る
と
、
旧
家
に
鍛
冶
藤
齊
藤
大
家
が
あ
戦
国
大
名
の
鍛
冶
師
支
配
（
段
木
）
り、「小名鍛冶家村一一住セリ、除地九段五畝十六歩」とある。先
祖
は
周
重
と
記
し
て
お
り
、
下
恩
方
村
か
ら
の
分
流
と
ふ
ら
れ
る
。
下
原
山
本
家
の
分
流
は
恩
方
村
の
東
方
横
川
村
に
も
あ
る
。
横
川
村
の
情
況
に
つ
い
て
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
横川村〈郡ノ中央一一アリ、郷庄ノ明ヲ失へり、江戸日本橋ヨリ
行程十一一一里、村ノ四境東〈八王子ノ内島ノ坊宿・本郷村等一一ト
ナ
リ
浅
川
ヲ
境
ト
ス
、
南
〈
下
長
房
村
ノ
山
上
ヲ
カ
キ
リ
、
西
〈
元
八
王
子村・川村ノー村ナリ、北〈大楽寺・下一分万ノ両村一一及フ、
村
ノ
広
サ
東
西
（
八
町
五
十
間
、
南
北
〈
四
町
三
十
間
、
村
内
ス
ヘ
テ
平
地一一シテ、水田〈少ク陳川（多シ
横川村は平地で川地は、地より多いが、村内はすべて平地とい
うように典型的な農村であるらしい。横川村へ進出した鍛冶師山
本家の分家は川本源次照雨と山本取郎右衛門照広家が知られてお
り、下原山本家の有力な分家外記康照家からの分流とふられる。
除地は源次照喧家が一町一段三畝十四歩、電郎右衛門照広家が六
畝であった。また、横川村には鋳物師加藤家の三家がそれぞれ除
地
を
持
ち
、
鍛
冶
山
本
家
と
並
記
し
て
あ
る
。
横川村に進出した山本分家と鋳物師加藤家は同絡に取り扱われ
ていることにまず注目しておきたい。すなわちともに金属加工の
高度な技術者にほかならない。ともあれ、刀工山本氏の本家筋は
下
原
の
地
に
居
を
構
え
て
動
く
こ
と
は
な
く
、
こ
こ
か
ら
分
出
す
る
諸
家
は
谷戸を出て、平野部へと進出している。この進出は刀剣鍛冶から
農具鍛冶への変質を意味しているのではなかろうか。
一
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３
刀
工
山
本
氏
の
移
住
刀
鍛
冶
山
本
一
族
の
初
代
は
周
重
と
い
い
「
登
鯨
ト
云
、
下
原
ト
モ
文
（ｕ）
亀」とある。これによると周砿は文亀年間（一五○一’○四）頃
の人物とされ、トクジラ派の刀工ということになる。この記事は
江戸中期の編纂になる『古今類字銘尽』のもので、登鯨派は現在
の埼玉県飯能地区と推定されてはいるが、下野国にも得次郎（卜
（皿）
クジラ）を称する刀工の一派がいたという。
山本康臣氏文書に「山本但馬周埴末孫文明年中、武州多摩郡下
恩方村高辺名二住居仕、相州正宗伝之殿方仕候」とあり、山本家
の鍛造技術は相模国からの伝来だと述べている。また、江戸中期
に鎌田魚妙は「周敢、申下後柏原御宇、文亀、永正、相州綱家一
（皿）
門、当国（武州）八王子住、但馬守」と記しており、これも相州
からの技術伝承を主張している。このような相州系に対して村上
孝介氏は「しかし実作を見ての下原物には相州伝らしさは少しも
ないのである。そしてこの傾向は古いものになる程一層その傾向
が強いことが明白である。相州伝の得意とする馬の歯乱沸崩れと
か、チヶイを主調とする地鉄の鍛練、純粋の意味の皆焼刀といっ
たものは下原物には全く見ることはできない。その始祖である周
重には直刃が多く、なかには焼落のあるものもかなりある。地鉄
の鍛錬には肌物鍛えで、地移り調子のものも少なくないというの
で篭弥ら、鍛錬．焼き入れが根本的に相違していることが明白
である」とし、周亜の鍛造技術は相州系とは明白に相違している
と指摘している。また、二代康重のほか、照重や広重の下原派古
法
政
史
学
第
三
十
六
号
刀期の作品は、伊勢村正系の作品との類似点は認められるもの
の、相州物には似ておらず、この傾向は下原刀工全般に強いとし
ている。
（応）
一方、同じ山本家史料の中に下原殿猯の出自を足利月光山下原
とするものがある。たとえば「山本右近尉安春、下野足利二住
居、永正年中（一五○四’一一一）、武州多摩郡横川村二住居三
（咄）
安春悴二人周吸、宗爪刀鍛治仕」とあり、初代周重の父安春は下
野川足利の化人であったが、武蔵国多摩郡横川村に移住し、川
嘔、宗屯の息子二人が〃鍛治になったとしている。横川村は東福
寺文書にふられる船水川応横川郷の地である。すなわち、同じ山
本家史料の中に相州系と下野系の線が語られているのである。し
かし、この「先杣筋月謹」もまた後代の作でともに信ぴょう性は
き
わ
め
て
柿
瀞
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
これらのことを一応念頭に入れながら下野系について考察して
ふよう。足利地方には下原と呼ぶ地名があり、月山に類似する足
利月光山の地名もある。村上氏は月光山から修験道の鍛工の線を
考え、鍛造技術として綾杉ｊ、泳家月山鍛冶と類似性が下原物に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
なお、足利系をわずかに強化する史料に、江戸中期頃の製作と
（旧）
ふられる一枚物に「元杣、足利ガッヵウサン下原にて打、後横川
に住居なり」という文言がある。しかし、これとて「先祖筋目
書」の製作年代を約一世紀稗度遡及させたに過ぎず、決定的な信
頼度はまだ薄弱である。ともあれ、刀工山本氏は戦国時代に武蔵
国
へ
移
住
し
た
こ
と
は
実
作
を
通
し
て
あ
る
程
度
確
実
視
で
き
よ
う
。
一
一
○
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刀
工
鍛
冶
山
本
氏
が
職
田
大
名
小
川
原
氏
の
強
い
支
配
を
受
け
て
、
武
蔵
国
多
摩
郡
由
比
郷
恩
方
村
下
原
の
地
に
居
住
し
、
刀
剣
鍛
造
に
従
事
し
た
の
は
、
ま
さ
に
職
同
時
代
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
下
原
の
地
が
谷
戸
地
形
を
も
っ
て
閉
ま
れ
、
鍜
迭
に
必
要
な
清
流
と
マ
ン
ガ
ン
鉱
、
そ
し
て
良
質
な
木
炭
の生産地であったという諸条件に注目しておきたいものである。
（皿）
東編寺領船木田庄関係史料では横河郷と由比郷は、それぞれ別
の
郷
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
庄
園
制
が
崩
壊
し
た
戦
国
時
代
に
は
こ
れ
が
混
乱
し
て
い
る
。
例
え
ば
横
川
八
幡
宮
鰐
口
の
銘
文
は
「
武
州
多
西
郡
由
井
領
横
川
八
幡
宮
鰐
口
也
、
下
野
日
光
鹿
沼
牢
人
横
手
右
近
派
娘
（犯）
祈
念
奉
寄
附
者
也
、
天
正
十
六
戊
子
五
月
二
十
八
日
敬
白
」
と
あ
る
。
４
小
田
原
北
条
治
下
の
山
本
氏
「先杣筋目書」などにより山本家は山本右近尉安春（周冶）に
は
じ
ま
っ
て
い
る
が
、
下
原
鍛
冶
の
初
代
は
安
春
の
子
但
馬
周
重
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
代
を
内
記
周
重
と
い
い
、
三
代
は
初
代
の
名
跡
を
継
い
で
但
馬
周
重
を
称
し
て
い
る
。
初
代
周
重
は
「
天
文
二
年
北
条
家
江
召
出
、
北
条
氏
康
、
相
模
守
氏
直
二
代
共
、
御
用
相
勤
屋
鋪
拝
領
、
諸
役
御
免
、
苗
字
州
（四）
刀被差免、御用鍛冶相勤申候」として、天文二年（一五三一一一）頃
生
存
し
て
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。
二
代
の
内
記
周
重
は
氏
康
の
一
宇
を
賜
わっ
て
康
重
を
称
し
た
と
あ
り
、
康
重
の
弟
は
武
州
滝
山
城
主
北条氏照の
一
宇
を
貰
っ
て
照
重
を
称
し
た
と
い
う
。
康
重
・
照
軍
の
手
に
な
る
永
禄
年
（別）
間
（
一
五
五
八
’
七
○
）
の
実
作
が
現
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
初
代
川
軍
は
享
禄
・
天
文
期
（
一
五
二
八
’
五
五
）
ご
ろ
に
生
存
し
て
い
た
刀
工
と
承られる。
戦
国
大
名
の
鍛
冶
師
支
配
（
段
木
）
刀
工
下
原
鍛
冶
山
本
氏
は
戦
国
期
に
そ
の
作
刀
例
が
多
い
。
近
世
に
入
る
に
つ
れ
て
殿
〃
は
家
系
と
し
て
行
な
わ
れ
て
は
い
る
が
、
江
戸
中
期
以
降
の
作
刀
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
山
本
氏
が
鍛
冶
師
で
あ
る
－
こ
と
を
停
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
鍛
刀
か
ら
漸
次
農
具
製
造
へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
移
行
は
横
川
村
な
ど
へ
進
川
し
た
分
流
鍛
冶
に
顕
著
な
現
象
で
あ
っ
て
、
恩
方
村
に
留
ま
っ
た
本
家
筋
は
刀
工
の
孤
高
を
保
持
し
続
け
て
い
た
ら
し
い
。
支
配
者
か
ら
の
強
制
的
統
治
を
脱
脚
す
る
時
期
は
諸
分
家
が
横
川
村
の
よ
う
な
平
地
部
の
農
村
地
区
へ
進
出
し
、
今
ま
で
隔
絶
さ
れ
た
村
落
共
同
体
へ
横川郷は近世に入ると元八王子村、由比郷は恩方村となり、北
浅川の上流に恩方村は位置している。下原はこの恩方村に属する
地
区
で
あ
る
が
、
刀
工
山
本
家
一
族
の
分
家
筋
が
横
川
村
へ
進
出
し
て
い
る
。
山
本
康
胞
氏
所
蔵
文
書
の
中
に
「
明
治
二
已
年
四
月
日
古
刀
新
刀
御
用
日
記
帳
武
州
下
原
山
本
内
記
」
の
表
書
き
を
し
た
史
料
に
よ
る
と
、
初
代但馬周重は「武州多摩郡下恩方村辺名住居」とあり、二代内記
周嘔も「同所住居」とあるが、三代但馬周敢は「同村下原江住居」
として、下原へ移住したのは三代周重の時であるとしている。
（麹）
寛政八年（一七九六）の『本朝鍛冶考』には．「（初代）問頑、
武蔵国住人“杣吋醜率胆癖転篦銅“詫状鍵謂周」として、初代から下原に
居
住
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
古
刀
期
の
山
本
氏
に
よ
る
作
刀
例
か
ら
は
辺
名
の
鉢
は
な
く
、
下
原
銘
の
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
二
代
周
電
の
下
原
移
住
は
砦ｒ疑問が残る。
お
わ
り
に
一一一
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の
復
帰
を
な
し
た
頃
に
一
致
し
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
の
差
別
か
ら
の
解
放
で
も
あ
っ
た
。
刀
剣
と
い
う
よ
う
な
戦
国
大
名
が
戦
略
上
必
要
と
す
る
武
器
を
製
作
す
る
と
い
う
秘
伝
的
高
度
な
技
術
が
、
一
般
農
民
の
生
産
部
門
の
中
に生かされて行ったことは歴史上重要な現象である。「屋舗拝領」
と
い
う
権
威
的
意
味
合
い
を
含
ん
だ
言
葉
の
下
に
、
居
住
地
を
谷
戸
に
限
定
された山本家の農村への進出によって、村落共同体へ復帰し得た
こ
と
は
、
拝
領
臆
舗
の
本
質
を
十
分
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
国
期
の
み
で
は
な
く
封
建
領
主
一
般
は
、
あ
る
特
定
の
高
度
な
技
術
者
を
独
占
す
る
必
要
上
、
政
治
的
に
村
落
共
同
体
か
ら
分
離
し
て
い
た
の
で
ある。天正
十
八
年
Ｃ
五
九
○
）
小
田
原
北
条
氏
は
滅
亡
し
戦
国
時
代
は
終
渚
し
た
。
北
条
氏
に
代
っ
て
徳
川
家
康
が
関
八
州
の
大
守
と
し
て
武
蔵
国
に
入
部し、関ヶ原の戦（一六○○年）を経て天下の覇者になったが、
か
え
っ
て
封
建
的
身
分
制
は
固
定
化
の
方
向
を
強
め
た
。
刀
工
山
本
一
族
の
有力家系には「除地」が認められ優遇されたかにふえたが、これ
は山本一族内の分断を強めたことにほかならない。そこに一般腿
民
と
異
な
っ
た
支
配
系
列
が
う
か
が
え
る
と
と
も
に
、
武
器
製
造
の
義
務
は
北
条
氏
同
様
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
世
に
入
り
、
よ
う
や
く
戦
塵
が
収
ま
る
に
つ
れ
て
、
刀
剣
の
必
要
量
は
低
下
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
美
術
刀
剣
と
い
う
よ
う
に
装
飾
的
意
味合いが要求され、支配者の権威表示にのゑ刀剣の価値が限定さ
れる傾向が強まった。このようになってくると刀剣鍛冶は減少す
る。とくに地方山間部の刀工達は、生活上農村部へ移住し、村落
共同体への回帰をなしている。そこで刀工達は体得し続けていた
法
政
史
学
第
三
十
六
号
高度な技術を農具製造という形で農民の一員となり、農村内での
生産分担を行なっていったのである。村落共同体への復帰は分出
す
る
い
わ
ゆ
る
分
家
筋
が
容
易
に
実
行
し
て
お
り
、
本
家
筋
は
孤
高
を
保
っ
て
谷
戸
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
士
百
姓
と
一
緒
に
な
ら
ぬ
と
い
う
封
（別）
述
的
な
権
威
意
識
が
強
く
働
い
て
お
り
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
歴
史
的
移
行
に
お
け
る
連
続
性
を
さ
ら
に
追
求
す
る
目
途
と
し
て
、
近
世
的
鍛
冶
を
今
後
の課題としたい。
甘（１
）
杉
山
仲
氏
「
武
蔵
国
多
西
郡
船
木
川
庄
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
山
一
号
所
収
）
は
、
東
福
寺
文
弁
の
分
析
を
通
し
て
、
辺
境
庄
園
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
お
ら
れ
る
。
段
木
「
武
蔵
国
に
お
け
る
川
人
領
主
制
の
展
開
」
（
『
法
政
史
学
』
二
二
号
所
収
）
は
、
東
隔
圷
文
書
の
ほ
か
に
征
地
史
料
な
ど
も
加
え
て
、
船
木
川
庄
内
に
お
け
る
在
地
紬
主
平
山
氏
の
動
き
を
追
求
し
て
い
る
。
（
２
）
村
上
孝
介
氏
『
刀
工
下
原
鍛
冶
』
（
東
京
都
教
育
委
員
会
・
昭
四
四
）
及
び
、
こ
れ
に
先
行
す
る
「
刀
工
下
原
鍛
冶
」
（
東
京
都
教
育
委
員
会
『
南
多
摩
文
化
財
総
合
調
査
報
告
』
第
三
分
冊
所
収
）
。
村
上
氏
は
東
京
邪
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
南
多
摩
文
化
財
総
合
調
査
に
調
査
剛
員
と
し
て
参
加
し
、
美
術
班
に
属
し
調
査
に
当
り
、
前
記
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
。
（
３
）
マ
ン
ガ
ン
鉱
は
高
尾
山
系
に
産
州
す
る
。
マ
ン
ガ
ン
鉱
を
刀
剣
鍛
造
の
際
に
加
え
る
の
は
山
本
家
の
秘
伝
に
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
こ
れ
の
含
有
率
か
ら
山
本
家
の
特
色
を
推
定
す
る
研
究
者
も
い
る
。
ま
た
、
こ
の
マ
ン
ガ
ン
鉱
の
使
用
に
よ
っ
て
、
山
本
家
が
相
川
系
で
あ
る
と
す
る
江
戸
時
代
の
定
説
に
対
し
て
、
村
上
氏
は
反
証
材
料
に
し
て
い
る
。
一
一
一
一
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（
４
）
山
本
康
胞
氏
（
八
王
子
市
恩
方
下
原
九
八
五
番
地
）
文
謁
中
の
「先祖筋目爵」
（
５
）
「
北
条
氏
政
徒
書
」
（
萩
原
龍
夫
。
杉
山
博
氏
綿
『
新
編
武
州
古
文
書
』
上
巻
橘
樹
郡
一
一
六
号
文
書
）
、
欠
年
で
七
月
二
十
六
Ｈ
に
武
州
橘
樹
郡
駒
林
小
代
官
・
百
姓
に
発
給
し
た
も
の
で
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
と
同
趣
旨
の
文
書
は
こ
の
ほ
か
数
点
伝
存
し
て
い
る
。
批
一
当
郷
二
有
之
者
、
侍
・
凡
下
共
一
一
廿
日
可
請
候
、
行
之
子
細
打
（弓・）
（時成共
之間、悉［ⅡＵ鑓・鉄炮、何――ても得道具を持、何ｎⅡⅡ
・
一
左
）
（
罷
）
川ⅡＵ右次第□川事、
一
此
度
若
－
人
成
共
、
隠
而
不
罷
拙
儀
、
後
Ⅱ
一
一
間
届
次
第
、
当
郷
之
小
代
官
丼
百
姓
頭
可
切
頸
事
、
一
惣
而
為
男
者
へ
十
五
七
十
を
切
而
悉
可
罷
立
、
鰹
々
・
猿
Ⅵ
躰
之
者
成
共
、
可
罷
出
事
、
（をも）
｜
此
度
心
有
者
〈
鑓
之
さ
ひ
を
も
み
か
ぎ
、
帯
小
旗
躰
ｎ
Ｕ
致
走
姐
候
打
、
於
郷
中
似
合
之
望
を
〈
相
叶
可
被
下
候
、
一可罷出者〈、来四日一一小机へ来、公方検使之前――て着到
一
一
付
可
罷
帰
、
小
代
官
・
百
姓
頭
致
同
道
可
罷
川
、
似
雨
ふ
り
候
者
無
用
、
何
時
成
共
四
日
よ
り
後
、
天
気
次
第
可
什
粁
到
事、付、蒜到二付時、似合一一可持得道具を持可付之、又
弓
・
鑓
之
類
持
得
間
敷
ほ
と
の
男
へ
鍬
・
か
ま
成
共
可
持
来辨、
一
川
家
二
侯
共
、
此
一
廻
之
事
者
、
発
起
次
第
可
罷
立
事
、（者）
右
七
ケ
条
之
旨
、
能
々
見
届
可
入
精
、
愚
二
致
覚
僻
候
□
可
行
厳
科
、
又
入
精
候
者
為
忠
節
間
、
如
右
記
似
合
ノ
ー
里
を
相
叶
可
被
仰
付
老
也
、
佃
如
件
、
戦
国
大
名
の
鍛
冶
師
支
配
（
段
木
）
／~、／￣、'－，／■、／■、
１４１３１２１１１(）
、‐ノ、－ノミーノ、-ノ、＝ノ
（８）
（９）
（７）
／■、
６
ミーノ
追
而
御
出
馬
御
留
守
之
間
、
御
隠
居
御
封
判
を
被
為
推
候
、
以
上、
な
お
、
右
徒
書
は
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
七
月
二
十
六
日
と
推
定
さ
れ
る
。
天
野
家
文
弼
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）
。
由
比
郷
に
お
け
る
天
野
氏
に
つ
い
て
は
奥
野
高
広
氏
「
武
蔵
国
の
一
摸
と
後
北
条
氏
」
（
『
府
中
巾
史
史
料
雌
』
五
所
収
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
幕
府
下
知
状
の
兇
川
し
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
天野肥後左衛門尉景茂法師誰銘噸窺女子尼是勝紳峠代
泰
知
与
兄
次
郎
左
衛
門
尉
景
広
代
盛
値
、
同
弟
一
一
一
郎
左
術
門
尉
肌茂代側親等相論由比尼是心緬景遺領遠江国大結・福
沢阿郷・避」川村、武蔵国由比郷内田畠在家源に即事、
奥野商広氏「由比源一一一と北条氏照」（『府中市史史料雌』
五
所
収
）
『
Ⅱ
本
城
郭
大
系
』
五
巻
参
照
恩
力
地
区
の
木
炭
は
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
特
産
品
と
し
て
、
そ
の
良
質
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
た
。
『
新
細
武
蔵
風
土
記
稿
』
多
摩
郡
巻
十
六
『
古
今
執
字
釦
尽
』
（
明
和
五
年
Ⅱ
一
七
六
八
刊
）
村
上
孝
介
氏
『
刀
工
下
原
鍛
冶
』
鎌
川
魚
妙
『
本
朝
鍛
冶
考
』
（
寛
政
八
Ⅱ
一
七
九
六
刊
）
村上孝介氏「刀工下原鍛冶」（『南多摩文化財総合調査報
告
』
第
三
分
冊
所
収
）
六
四
○
頁
１１１‐（有效）
卜化川」朏附剛棺
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